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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りも上昇しました。

カナダの⾦利は、英国とEU（欧州連合）で離
脱合意に近づいたとの⾒⽅が広がり、投資家の
リスク選好姿勢が強まったことを背景に週前半
は上昇しました。週後半は、FRB（米国連邦準
備制度理事会）⾼官が追加利下げの可能性につ
いて言及し、米⾦利が低下したため、上昇幅を
縮めました。

経済指標では、CPI（消費者物価指数）が発
表になっており、市場予想を下回る結果になり
ました。

先週の回顧

今週の経済指標ですが、カナダでは小売売上
⾼の発表があり、市場予想を⼤きく下回る結果
になりました。

カナダでは21日（現地）に下院総選挙が実施
され、現与党の自由党が第⼀党となったものの、
単独では議席の過半数は獲得出来ませんでした。
ただ、同じ中道左派の新⺠主党と協⼒して政策
を進めることが予想され、政策運営が滞る可能
性は低いと考えられます。トルド－首相が公約
として掲げている歳出の拡⼤、中間所得者への
減税などが実⾏されれば、カナダの⾦利、通貨
の上昇圧⼒につながることが予想されます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移

2019年10⽉12⽇〜2019年10⽉18⽇

2019年10⽉23日

（2019年9⽉20日〜2019年10⽉18日）

1.26

1.28

1.30

1.32

1.34

1.3676

78

80

82

84

86

9/20 9/27 10/4 10/11 10/18

円/カナダ・ドル（左軸）
カナダ・ドル/米ドル(右軸、上下反転）

（円/カナダ・ドル） （カナダ・ドル/米ドル）

82.60

1.312

カナダ・ドル
高

安

（2019年9⽉20日〜2019年10⽉18日）

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

9/20 9/27 10/4 10/11 10/18

カナダ5年国債

1.55

（%）


